
人口増加に伴う交通需要に対応する
ため、地下鉄を基軸として、道路ネット
ワークが都市圏内を有機的に結ぶ交
通体系の整備を進めてきました。その
結果、交通基盤の骨格構造は、これか
らの都市活動を支えるうえで、大幅な
拡充は要しない水準に達しています。

歩行者・自転車・自動車などが安全で快適に利用できる道路
ネットワークの維持・充実を進めるとともに、かしこい自動車
利用などにより、“適切な自動車交通”を実現します。

札幌市の『交通体系』

“公共交通に対する意識の醸成”や、利用者の利便性向上等
の“質的レベルアップ”を図ります。

広域的な交通にかかわる“安定的で利用しやすいネット
ワークの確立”を図ります。
歩行者が安心・安全に移動、集うことができる空間形成、
既存公共交通の有効活用、都心を通過する交通の排除など
により、“都心の活性化に寄与する都心交通”を目指します。


